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フランシスコ教皇とアルトゥーロ・ソーサ総長のメッセージを受けて

日時 2020年 春学期 予定 場所 未定

日時 2020年4月 春学期 予定 場所 未定

講師 李 聖一 イエスズ会中等教育担当理事 （カトリック・イエズス会センター長）

Micro Teaching Program ／ 導入セッション
講師 Graham Mackenzie （言語教育研究センター）

授業アンケートの現状と課題
本学は、大学基準協会の認証評価を2016年度に受けましたが、授業アンケートの組織的活用
が必ずしもされておらず、その内容が全学で共有されていないとの指摘を受けました。
これを受け、FD委員会では授業アンケートについて検討を行っておりますので、検討状況につ
いてご紹介いたします。
昨年12月のFD委員会で、授業アンケート結果の組織的活用と全学的共有のための授業アン
ケート実施方法について、①Loyolaを利用した全学実施、②現行のとおり各学部で実施の2
案が、長所と課題を含めて提案されました。
全学実施の長所としては、統一的な質問項目により認証評価で指摘された、アンケート結果の
活用と全学的共有がし易くなると考えられることと、近年、増加傾向にある授業アンケートの
経費を、システムを利用することにより抑えられること、課題としては、システムによるアンケー
ト実施は、紙での実施よりも回収率が低くなると予想されることがあげられました。また、各学
部で実施されている現行の授業アンケートを活用した場合には、長所として各部門の希望に合
わせた設問と実施時期の設定ができることと、高い回収率が期待できること、課題としては、
それぞれの組織が個別に予算計上するため、経費が高くなる傾向にあること、授業アンケート
結果の組織的活用と全学的共有という点で課題が残ることがあげられました。
本学は、2023年度に次回の認証評価を受けます。次の認証評価においては、主な観点として
大学教育の質を大学自身が保証する“内部質保証”があげられております。内部質保証では、大
学の理念・目的に向けてPDCAサイクルを回し、教育・学習が適切な水準であることが求めら
れています。授業アンケートは、PDCAサイクルを回すための有効なツールであると考えていま
すので、FD委員会では、引き続き授業アンケートについての検討を進めてまいります。

今後の活動予定 ※日時・会場は詳細が決まり次第、お知らせいたします。

FD委員会では、上記の課題認識のもと、さらなる授業アンケートの活用を進めるにあたり、
各学部・センターにおける実施状況調査を行う予定です。
調査結果については、授業アンケートの改善へつなげることはもちろん、今後、FD委員会で
実施するFD活動にも活用する予定です。現在の授業アンケートに対し感じている課題や、ア
ンケート結果にもとづいたFD活動の実施例など、忌憚のないご意見をお寄せください。

学部・センターにおける授業アンケート実施状況調査のお願い
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プレFDとは？
What is Pre-FD?
FD（Faculty Development／ファカルティ・ディベロップメント）とは、
大学教員の授業内容・方法を改善し向上させるための取組みです。
大学教員を目指す大学院博士後期課程の学生にも、
授業方法や教授法を学び、向上させるための取組み「プレFD」をスタートします。

http ://www. fd-soph ia . jp/

上智大学 学事センター（FD推進担当）
〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町7-1  TEL.03-3238-3522  FAX.03-3238-3264

英語で教えるスキルの修得・向上を目指し、模擬授業の実施と参加者間での意見交換を行います。
〈日程〉 2020年春学期予定　〈講師〉 Graham Mackenzie（言語教育研究センター）
※決まり次第お知らせします。

Micro Teaching Program

全国私立大学FD連携フォーラム
オンデマンド（オンライン）講座

導入予定

初回説明会

〈過去の開催実績〉

●英語の講義法に関する講演会 ●ハラスメントに関する講演会
●体験型海外研修の効果とリスク ●100分授業について

FD委員会が開催する講演会

過去の講演会がご覧いただけます。QRコードよりアクセスください。
http://www.fd-sophia.jp/activity/movie/ 過去の講演会の動画視聴
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日・英

日

日・英

日・英

日

所属（撮影時）

京都産業大学

愛媛大学

岐阜女子大学

立命館大学

大学評価・学位授与機構

講師

川島 啓二

中井 俊樹

久世 均

沖 裕貴

栗田 佳代子

テーマ
〈講座の一例〉

大学教育改革とFD

アクティブラーニングを促す教授法

教授・学習の理論と教育実践

大学の授業の設計

ティーチング・ポートフォリオとは

上智大学の「プレFD」プログラム

配信講座一覧はこちら
http://www.fd-forum.org/fd-forum/html/practice_course.html

逸見 シャンタール （言語教育研究センター准教授）
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大学院設置基準が2019年8月30日に改正になり、博士後
期課程の学生に対して「学識を教授するために必要な能
力を培うための機会等」（プレFD）を行うことが義務付
けられました。FD委員会、大学院委員会で
検討の結果、本学では次のとおり対応する
ことにいたしましたので、プレFDの内容
についてご紹介します。
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2019年度 EMI-Share活動報告

EMI-Shareのワーキンググループが発足して早くも1年が経った。理工学部、経済学部、言語教育研究センターの教員
6人がメンバーで、経済学部の川西諭教授が発足させた草の根的な参加型の新しい形のFD(Luncht ime  
Gathering)から始まった。EMI-Shareの活動目標は、次の通りである。

❶ 英語で行う授業の手法について、理論と実践を交えた形で
　 複数の学科の教員がノウハウを分かち合うプロフェショナル・コミュニティーの構築を促す。

❷ 英語で行う授業に関する理論、研究、教材、評価法、教授法に携わる
　 学内の専門家の講義後、質疑応答・意見交換を行い、教育的知識・技術を深める。

❸ 参加者のニーズを感じ取りながら、次年度のプログラムを組み、
　 FDの活動を有機的な企画とし、英語で行う授業に役立つ理論と実践を参加者の対話を通じて探る。

2019年度は計6回のEMI-Shareを昼休みに行い、1回目は授業で
感じている不安や課題について分かち合うことから始まった。それ
に続き、言語政策、語用論、教育イノベーション、文学・文化、評価法
（ルーブリック）についての20-25分間の講義の後、活発な質問や
意見交換が行われた。今後の展開としてはEMI実践者のトークや、
EMI受講者が抱える課題について考え、2020年度秋学期の
Sophia Program for Sustainable Futures開講に向けて、
知識とスキルの分かち合いをより一層充実させて行きたい。

プレFDへの本学の対応

2019.10.11  ［講師］ 渡部良典 教授 （言語科学研究科言語学専攻）
Promoting EMI ‒ Insights from the diffusion of innovation theory
EMIの推進 － 教育イノベーションの理論からみた普及の可能性

2019.11.11  ［講師］ Richard Pinner 准教授 （文学部英文学科）
Teaching literature/culture in EMI and CLIL
EMI・CLILで教える文学と文化

2019.12.9  ［講師］ 池田真 教授 （文学部英文学科）
Making and using rubrics for formative assessment in EMI and CLIL.
EMIとCLILにおける形成的評価のためのルーブリックの作成と使用

EMI-Share

2019.10.10  ［講師］ 横田一彦 氏 （早稲田大学商学部 教授）

私大文系学部で国際貿易論を教えるということ

●大学は博士後期課程の学生が修了後に自身が有する学識を教授するために
　必要な能力を育む機会を設ける

●大学独自で活動を実施することが困難な場合は、参加可能な他大学で実施
　されている活動の情報提供を行うこと

既存のFD活動を中心に以下の機会を学生へ提供します

❶Micro Teaching Programへの参加
（英語で教えるスキルの修得・向上を目指し、模擬授業の実施と参加者間での意見交換を行います）

❷FD委員会が全学に対して開催する講演会への参加
　（例）－英語の講義法に関する講演会／－ハラスメントに関する講演会

❸過去の講演会の動画視聴

❹全国私立大学FD連携フォーラムのオンデマンド（オンライン）講座の受講（導入予定）

FD委員会では、今後も大学院生が参加できる企画を引き続き検討し、
FD Newsなどを通して学内に情報を発信します。

●Loyola・FD委員会ホームページへの掲載

●チラシの配布
※各研究科専攻での配布をお願いする予定です。博士後期課程の学生を指導されている先生方には、
　プレFDについてご紹介をいただきたくお願いいたします。

2019.11.1  ［講師］ 田村恭久 教授 （理工学部情報理工学科）
                              John Augeri 氏（海外招聘客員教員）

2019年度創立記念プログラム：
アクティブ・ラーニング実践ワークショップ

2019.10.22  ［講師］ 李聖一   イエスズ会中等教育担当理事 
                                （カトリック・イエズス会センター長）

「アルトゥーロ・ソーサ イエズス会総長講演を受けて」
― イエズス会の今日的ミッションと上智学院 ―

2019.11.27  ［講師］ 山田均 氏 （武蔵野大学 学外学修推進センター長）

体験型海外研修の効果とリスク

It takes a Village: 
Teaching and Learning Critical Thinking across the Disciplines

2020.1.27  ［講師］ Mark Nicholas 氏 （Framingham State University, Massachusetts）2019.10.29  ［講師］ John Augeri 氏 （海外招聘客員教員）

Learning Spaces Around the World

sophia_fd@ml.sophia.ac.jpEMI-Shareで取り扱いたい課題や
ご質問はぜひこちらにお知らせください。
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目白聖母キャンパス

過去の講演会の動画アーカイブを開設しました  http://www.fd-sophia.jp/activity/movie/


